
●今回は「ぼやつかす」です。

難易度★★★☆☆

・意味／せきたてる、からかう

・使い方／あがんぼやつかすけん、

うっちゃかしたじゃん！

・訳／あなたがせきたてるから、

おとしたじゃないの！
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＊山内地区には「きじの里」62世帯62名が含まれています

＊高齢化率とは・・
65歳以上の高齢者人口が
総人口に占める割合のこと。

※（ ）はＲ4.8月末（前回発行月）比
6人減ったけ
ど、ぴったし
3000人は覚え
やすい！

※「うっちゃかす」は過去に習いまし
たね？おぼえてましたか？



●

広報ごとう11月号の「五島人」のページに岐宿まちづくり協議会が紹介されました。

支部制になって初の事業、山内特産物祭り「ごろっと」 の内容や、開催するに至った

経緯などが盛りこまれ、協議会橋本会長が目指した、「身近なまちづくり」が動き出した

ことを紹介しています。まだ読んでないよ～という方！11月号を開いてみて下さい！

令和4年10月29日（土）と、30日（日）の2日間にわたり、岐宿文化祭 「きしくアート展」が開催されました。今話題のバ

ラモン凧をはじめ、岐宿町在住の方々の、絵画・書道・手芸・盆栽・塗り絵・写真などがところ狭しと並べられ、見る

人の目を楽しませてくれました。まだ出展したことのない方、来年に向け、制作活動始めてみませんか？

●山内特産物祭り「ごろっと」に向け山内住民が頑張っています！

芸術文化の秋♪第19回岐宿文化祭が開催されました！

この新聞が皆さんのお宅に届く頃は、もうイベントは終わっていますが、作成中の今現在、開催に向けて山内支部の

メンバーが力を発揮している最中です。11月13日（日）は、旧山内小学校グラウンドの草刈り作業をしました。事前に除

草剤を撒いていたので草は枯れてはいましたが、雨上がりで濡れていて、小雨も降っていて、今日は無理かな～と思い

きや、約束通りみんな集まってくれました。草を草刈り機で刈る人、刈った草を集める人、誰に指図されることもなく、

慣れた手つきでこなしていきます。すっかりきれいになったグラウンドでまた打合せをして解散。そしてその日の夜は、

出店者会議。40名もの出店者がほぼ全員参加で、会場となった山内分館はあふれんばかり。「初めての試みなので、

至らない点もあるかと思いますが、ご協力お願いします」と支部長があいさつ。質問もたくさん飛び交い、どんどん現実

味を帯びてきています。次は11月20日に会場設営をして本番に挑みます。どうか晴れますように！

●岐宿まちづくり協議会が、広報ごとうに載りました！

支部制になり、より身近な地域課題と向き合えるようになった岐宿まちづくり協議会。

岐宿、山内、川原、楠原、それぞれの支部で話し合いをしながら、少しづつ「身近なま

ちづくり」を始めています。



令和4年11月13日（日）、川原地区において、はじめての座談会を開催しました。参加者

は想定よりも少なく、14名と少人数ではありましたが、地域プロジェクトマネージャーの野

澤さんが「気づき」をテーマに話され、川原の見慣れた景色の写真を見ながら、質問や意見

が飛び交う有意義な会となりました。たまたま出会った幸せそうなおばあちゃんたち、道路

に迫る竹林、川に流れ込む土砂が川幅を狭くしている様子、倒木の危険性のある神社の大

木、窓から釣りができそうなくらい海が近い高校。改めてじっくり見てみると、いろんな良さ

や、心配な部分に気づきます。野澤さんの言葉に色んな気づきを与えられた参加者から

は、旧校舎の活用をしたいとの声も！せっかくの声を無駄にしないよう、じっくりと話し合いを

重ねながら、「住んでいることを自慢できる川原」になっていけたらいいなと思います。

／
座談会で進行を務めてくれた野澤さん

が、コラムを書いてくれました。

●岐宿まちづくり協議会川原支部主催の、座談会を開催しました。

まちづくり協議会について話し合う場所に行くと、毎回耳にする言葉があります。

「公民館活動とまち協活動ってどこが違うの？おなじじゃない？」さて、その真相は！？

五島市内においては８年前から公民館単位で設置されたまちづくり協議会ですが、実は

戦後まもなくに設置された公民館と目的としているところは一緒なのです。焦土と化した我

が国で、おじいちゃんおばあちゃん、お父さんお母さん、そして子供たちが集まり語り合う

場所として、「地域の茶の間」を作りたいという夢を持って公民館の設置が進められました。

そこで平等を学び、民主主義の大切さを学びました。そして健康維持のための栄養のよい

料理を習いました。しかし、公民館では営利事業は原則認められていません。例えば、み

んなで話し合って「おいしくできた」ものを、「売れそうだね！」「じゃあ売ってみようか！」と直

接発展させることができないのです。今、人口減少が始まり、全国どこもかしこも過疎化が

進んでいます。地域に商店街が消え、病院、保育所が消えました。私たちは、この時代を

乗り切るために「売れそうなもの」を売る機会を作る必要が出ています。まちづくり協議会

は、その役割を補うために生まれました。公民館の枠を超えて、地域の住民が集まって自ら

の生活をより良くするために、営利も含めた新しい事業をおこすことが期待されています。

郷土で愛されてきた味を子供たちの世代に残し、更には商品にして売ったり、みんなで助

け合って、危険な老木を切り倒したり。自分の町を自分たちの力で住みやすくすること。ま

ちづくり協議会は、現代の「地域の茶の間」として、今、求められています。

コラム 公民館からはじまった「まちづくり」

のざわ 努
地域プロジェクト

マネージャー
マダニを追いかけ
て、娘と息子を連れ
て五島にやってきた
ダニ博士。玉之浦の
フリマイベント立ち
上げ、鶴田商店の再
開を手掛けた。

支部主催の初めての座談会のようすと、座談会の進行役で、まちづくり協議会

全体の相談役でもある野澤さんのコラムです！



離島留学で五島南高校に入学してきた子供たちを受け

入れてくれる「里親」を募集しています。詳しい内容を聞い

てみたい！という方は、どうぞお気軽に下記連絡先まで。

（問）五島南高校／82-0038 五島市岐宿支所／82-1111

体験型観光として五島市で行っている民泊事業。岐宿

地区も多くの修学旅行生を受入れてきましたが、民泊家

庭の高齢化が進んできたため、新規の民泊家庭を探し

ています。ぜひ一度、お話だけでも聞いてみませんか？

お気軽におたずね下さい。

（問）体験交流協議会事務局（岐宿支所内）／82-1117

家は人が住まなくなるとどんどん劣化して行き、危険空

き家となってしまいます。ぜひ空き家バンクへの登録をご

検討ください！空き家情報をお持ちの方からのご連絡もお

待ちしています！※空き家バンクを利用して移住してきた

方には、町内会への加入や地域行事への参加をお願いし

ています。

（問）五島市岐宿支所／82-1117

支援員の

令和4年11月6日（日）魚津ヶ崎公園にて3年ぶりのグラウンド・ゴル

フ大会が開催されました。島外の方2名を含む、135名がエントリー。

魚津ヶ崎にしてはめずらしく風が弱く、汗ばむくらいの晴天のなか、

慣れないフィールドではありますが、普段の力を発揮しようと、

みなさん元気に頑張っていました。五島市の高齢者の皆さんが

元気なのはグラウンドゴルフのお陰かも知れませんね。

令和４年12月1１日（日） 第40回 八朔ロードレース大

会が開催されます。レーススタートは9時45分から。小

学生、中学生、高校生、一般、40歳以上男子が旧岐

宿小学校前からスタートし、それぞれのコースでタイム

を競い、ゴールを目指します。寒空の中、必死に

風を切る姿は見ていて気持ちがいいもの

です。八朔周辺を走りますので、皆さん

ぜひ、沿道での応援よろしくお願いします。

あっという間に12月！すぐにお正月もやってきます

ね。年末になってあわてないよう、大掃除は計画的に

やりましょう。毎年岐宿支所玄関に飾っているクリスマス

ツリーですが、今年もやります！支所に来られた際は、

ちょっと立ち止まり眺めてみて下さいね。お宅に眠ってい

るツリー用の飾りを持ってきて、飾ってもらえると嬉しい

です！ ちょっと気が早いけど・・

「今年もお世話になりました。良いお年を

お迎えください」 今回も読んでいただき

ありがとうございました。

集落支援員 泉井 美由紀

五島に13あるまちづくり協議会の情報

はインスタグラムでもお知らせしていま

す。ぜひチェックしてみて下さいね！


